
② 報告事項
▼係留施設の確保増 船舶係留施設の占⽤許可① 勢⽥川防潮⽔⾨下流左岸船舶係留施設

▼係留施設の確保増 船舶係留施設の占⽤許可② ⼀⾊⼤橋下流左岸船舶係留施設

▼係留対象船の減 船舶の⾃主撤去・係留施設の撤去

第１１回 勢田川等水面利用対策協議会

⽇時：平成２８年１１⽉２１⽇（⽉）
１４：３０〜１６：００

場所：三重県伊勢庁舎３階会議室
（伊勢市勢⽥町６２８番地２）

勢⽥川等⽔⾯利⽤対策協議会委員
宇治⼭⽥港湾整備促進協議会
ＮＰＯ法⼈神社みなとまち再⽣グループ
伊勢湾漁業協同組合
伊勢湾漁業協同組合 今⼀⾊⽀所
伊勢市⼤湊町振興会
伊勢市神社港⾃治会
伊勢市下野町⾃治区
伊勢市通町⾃治会
伊勢市⼀⾊町⾃治会
伊勢市⽥尻町会
伊勢市⼆⾒町今⼀⾊区⾃治会
三重県 県⼟整備部 流域管理課
三重県 県⼟整備部 港湾・海岸課
三重県 伊勢建設事務所
伊勢市 都市整備部
伊勢警察署 ⽣活安全課
⿃⽻海上保安部
国⼟交通省中部運輸局 ⿃⽻海事事務所
国⼟交通省中部地⽅整備局 河川部
国⼟交通省中部地⽅整備局 三重河川国道事務所

▼ 議 事 の 内 容
① 前回までの協議事項・報告事項

協議会の様⼦

勢⽥川防潮⽔⾨下流左岸船舶係留施設（平成27年12
⽉24⽇に公募・申請・審査を経た管理者決定済）に
ついて、７⽉28⽇に占⽤許可し、８⽉１⽇より管理
を開始しました。

占用箇所

占用箇所

⼀⾊⼤橋下流左岸船舶係留施設について、管理者公
募・申請・審査を経て８⽉18⽇に占⽤許可申請者を決
定。９⽉１⽇に占⽤許可し、10⽉１⽇より管理を開始
しました。

・占⽤許可施設からの⾃主撤去、転覆や傾斜した船舶の所有者に対する撤去指導の結果、５２隻が⾃主撤去されました。
・重点的撤去区域内の損壊桟橋に対し、所有者探索・現地へ注意・警告⽂書貼付の結果、所有者が現れず撤去しました。



③ 協議・検討事項
▼係留場所の確保増 占⽤主体の決定に向けて
●平成２８年度に下記の３箇所について占⽤主体の決定に向けた⼿続きを進めることを協議
しました。

▼係留対象船の減 係留対象船舶条件の⾒直し
●「平成23年４⽉以降」新たに係留が確認された船舶は係留を認める対象条件から除外して
いましたが、「平成28年８⽉以降」に⾒直しました。また、平成28年7⽉以前から係留し
ている船舶を買替えた場合並びに以前から係留している船舶を相続・譲渡した場合につい
て、係留対象船舶として認めることについて協議しました。

▼係留対象船の減 所有者不明船の撤去
●所有者不明船の撤去について、４ヶ年（平成３２年３⽉まで）で計画的に実施することに
ついて協議しました。

▼係留対象船の減 是正指導
●協議会⽅針周知のため、不法係留船全所有者に啓発チラシを平成28年度内に送付するとと
もに、重点的撤去区域内の係留船所有者に対する段階的指導（警告書の送付・現地に警告
看板設置・指⽰書の交付）を平成29年度に実施することについて協議しました。

〜委員からのご意⾒〜
・転覆船舶の船舶所有者による⾃主撤去期間を極⼒短縮する対処を⾏って欲しい。
・購⼊等船舶⼊⼿の際、所有者に対する係留場所の明確化のための規制対策を⾏って欲しい。

▼ 今回の協議会において確認及び決定した主な事項
・占⽤主体の決定に向けて平成２８年度は３箇所で⼿続きを進めることとした。
・係留対象船舶数の推移及び船舶所有者からの要望を勘案し、「平成28年８⽉以降、新たに係留が確認
された船舶でない」に条件を⾒直すとともに、平成28年7⽉以前から係留している船舶を買替えた場
合並びに以前から係留している船舶を相続・譲渡した場合について、係留対象船舶として認めること
とした。

・平成３２年３⽉までに不法係留船ゼロを⽬指し、引き続き是正指導等の対策を講じていくこととした。
・次回の協議会は平成２９年１０⽉頃、開催予定とする。


